
 

●
平
成 

二
八
年 

九
月 

四
日
（
日
）

　「
平
成
二
七
年
度 

史
跡
宮
滝
遺
跡
試
掘
調
査
」

　
  

報
告
：
中
東
洋
行
（
吉
野
歴
史
資
料
館
学
芸
員
）

　
「
日
本
書
紀
の
中
の
吉
野
」　

　

  
講
師
：
菅
谷  

文
則 

氏

（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
長
）

　
　
時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分

　
　

場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

定
員
：
八
〇
名 

　
　
費
用
：
五
〇
〇
円　

要
申
し
込
み

〇
平
成 

二
八
年 

六
月 

一
八
日(
土)
【
終
了
】

　「
国
立
文
楽
劇
場 『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
観
劇
」

　

  

内
容
：『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
は
吉
野
を
舞
台
と

　
　
　
　
　

す
る
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
演
目
で

　
　
　
　
　

す
。
今
回
は
国
立
文
楽
劇
場
で
上
演
さ

　
　
　
　
　

れ
る
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
を
観
劇
し

　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
参
加
人
数
：
二
一
名
　
行
先
：
国
立
文
楽
劇
場

 

●
平
成 

二
八
年 

九
月 

一
八
日
（
日
）

　

  「
万
葉
び
と
の
洗
濯
」

　

  

講
師
：
上
野　

誠 

氏 （
奈
良
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分

　
　
場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

定
員
：
四
〇
名 

　
　
費
用
：
五
〇
〇
円　

要
申
し
込
み

※
申
し
込
み
不
要

 

〇
平
成 

二
八
年 

五
月 

二
一
日(

土)

【
終
了
】

　「
後
醍
醐
天
皇
導
稲
荷
社
の
伝
承
の
成
立
」

 

〇
平
成 

二
八
年 

六
月 

一
七
日(

金)

【
終
了
】

　「
モ
ノ
か
ら
南
北
朝
時
代
を
み
て
み
る
と
」

 

●
平
成 

二
八
年 

七
月 

一
五
日(

金)

　「
岩
倉
千
軒
と
鎌
倉
千
軒
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」

 

●
平
成 

二
八
年 

八
月 

一
九
日(

金)

　「
片
腹
の
魚
の
淵
源
を
探
る
」

　
　
時
間
：
金
曜
一
九
時
三
〇
分
～
二
〇
時
三
〇
分

　
　
　
　
　

土
曜
一
四
時
～
一
五
時

　
　
場
所
：
吉
野
歴
史
資
料
館　

費
用
：
三
〇
〇
円

 

●
平
成 

二
八
年 

七
月 

二
三
日
（
土
）

　
「
龍
門
騒
動
の
村
々
」　

　

 

講
師
：
池
田  

淳
（
吉
野
歴
史
資
料
館
長
）

●
平
成 

二
八
年 

七
月 

三
一
日
（
日
）

　
「
百
姓
一
揆
と
し
て
の
龍
門
騒
動
の
特
色
」

　

 

講
師
：
谷
山  

正
道 

氏
（
天
理
大
学
文
学
部
教
授
）

●
平
成 

二
八
年 

八
月 

二
〇
日
（
土
）

　
「
史
料
か
ら
龍
門
騒
動
の
真
相
に
迫
る
」

　

 

講
師
：
谷
山  

正
道 

氏
（
天
理
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分

　
　
場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

定
員
：
四
〇
名

　
　
費
用
：
三
〇
〇
円　

要
申
し
込
み

  〇
平
成 

二
八
年 

五
月 

二
三
日
（
土
）

～ 

六
月 

二
六
日
（
日
）【
終
了
】

「
平
成
二
七
年
度 

史
跡
宮
滝
遺
跡
試
掘
調
査
　

速
報
展
」

　
　

会
場
：
吉
野
歴
史
資
料
館

※
展
示
終
了
後
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附 

　

属
博
物
館
の
「
大
和
を
掘
る
」
展
に
出
展
し
ま
す
。

申
込
み
が
必
要
な
講
座
等
へ
の
参
加
に
は
…

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、往
復
は
が
き
、mail

（PC

）
い
ず
れ
か
で
、

吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
名
前
・
ご
住
所
・

電
話
番
号
・
参
加
希
望
講
座
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

た  ぎ  つ

み  や
ど  こ  ろ

－１－ －４－
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ね
ぇ
ね
ぇ
、
聞
い
た
？
こ
の
冬
の
間

に
、
本
当
に
宮
滝
遺
跡
の
調
査
を
や
っ

て
た
ん
だ
っ
て
！
ボ
ク
は
寝
て
た
か
ら

見
て
な
い
ん
だ
け
ど
…
、友
達
の
オ
ゴ
ロ
モ
チ（
も

ぐ
ら
）
君
が
毎
日
穴
を
掘
っ
て
の
ぞ
き
見
し
て
た

ん
だ
。
見
て
た
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
。

　

宮
滝
に
は
、
大
き
く
飛
鳥
時
代
の
モ
ノ
が
見
つ

か
る
場
所
と
奈
良
時
代
の
モ
ノ
が
見
つ
か
る
場
所

が
あ
る
。
今
回
調
査
し
て
い
た
場
所
は
、
奈
良
時

代
の
場
所
み
た
い
。
こ
こ
は
、
石
敷
き
の
通
路
跡

や
石
組
み
溝
な
ん
か
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、
奈
良

時
代
の
離
宮
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
所
な
ん
だ
。

　

今
回
は
十
ヶ
所
、
調
査
区
を
設
け
て
調
査
し
た

ん
だ
っ
て
。
石
が
一
列
に
並
ん
で
据
え
ら
れ
て
い

る
（
石
組
み
溝
の
底
石
？
）
の
や
、
大
き
な
土
坑

が
見
つ
か
っ
た
と
か
。
へ
ぇ
。
見
た
か
っ
た
な
ぁ
。

　

今
年
度
は
、
さ
ら
に
広
い
範
囲
を
調
査
予
定
な

ん
だ
っ
て
。
う
ま
く

い
け
ば
ま
た
何
か

見
つ
か
る
か
も
！

楽
し
み
だ
な
ぁ
。

【
担
当
者
ボ
ヤ
く
】

　

本
当
に
モ
グ
ラ

に
は
、
手
を
や
き
ま

し
た
。
毎
日
調
査
区

に
新
し
い
穴
が
…
。

《
ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ン
ビ
の
眼
》

 

吉
野
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
る
！

　

平
成
二
八
年
四
月
、
吉
野
町
を
含
む
郡
内

八
カ
町
村
が
も
つ
ス
ト
ー
リ
ー
、「
森
に
育

ま
れ
、
森
を
育
ん
だ
人
々
の
暮
ら
し
と
こ
こ

ろ
～
美
林
連
な
る
造
林
発
祥
の
地
”
吉
野
”

～
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
と
は
、「
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や

特
色
を
通
し
て
日
本
の
文
化
・
伝
統
を
語
る

ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
」
し
、そ
の
ス
ト
ー
リ
ー

に
関
わ
る
様
々
な
遺
産
を
活
用
・
発
信
す
る

こ
と
で
、
地
域
活
性
化
を
促
そ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
今
回
の
申
請
に
あ
た
り
、
吉
野
で

は
吉
野
の
山
々
が
も
つ
天
然
林
と
人
工
林
、

そ
し
て
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
暮
ら
し
と
こ

こ
ろ
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
出
し
ま
し
た
。

　

吉
野
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
樽
丸
が
灘

の
酒
造
業
を
支
え
た
等
、
吉
野
の
森
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、

吉
野
と
い
え
ば

桜
の
印
象
が
強

か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
今

回
の
認
定
を
う

け
、
森
に
つ
い

て
も
ｐ
Ｒ
し
て

い
く
方
針
で
す
。

青根ヶ峯からみる吉野の山々

調査で確認された石列



◇

　

天
武
天
皇
の
歌
と
し
て
『
万
葉
集
』
に
次
の

歌
が
あ
る
。

　

良
き
人
の　

良
し
と
よ
く
見
て

良
し
と
言
ひ
し　

吉
野
よ
く
見
よ

　
　
　
　
　
　
　

良
き
人
よ
く
見

（『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
十
七
）

　
「
よ
し
」
と
い
う
音
が
、
短
歌
三
一
文
字
の

う
ち
に
、
何
度
も
用
い
ら
れ
て
い
る
特
異
な
歌

と
さ
れ
て
い
る
。
吉
野
は
立
派
で
あ
る
。
一
度

は
吉
野
に
行
き
そ
の
良
さ
を
体
感
せ
よ
と
の
歌

意
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
立
派
さ
は
、
金
満
的

立
派
さ
で
は
な
い
、
深
く
霊
気
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
思
う
。

　

そ
れ
で
は
、
吉
野
が
な
ぜ
霊
気
を
人
々
に
与

え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

天
武
天
皇
の
時
代
に
正
確
な
日
本
地
図
が
描

か
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
お
よ
そ

の
地
理
的
観
念
は
あ
っ
た
ら
し
い
。
奈
良
盆
地

の
最
南
端
の
飛
鳥
地
域
に
都
が
固
定
さ
れ
る
の

は
、
ほ
ぼ
六
○
○
年
頃
で
、
そ
れ
か
ら
七
一
〇

年
ま
で
は
、
藤
原
を
含
む
飛
鳥
に
都
が
置
か
れ

て
居
た
。
そ
の
頃
に
も
、
大
阪
湾
と
伊
勢
湾
を

結
ぶ
ラ
イ
ン
か
ら
、
南
側
に
広
大
な
山
岳
地
帯

が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
と
思
う
。
そ

こ
か
ら
大
阪
湾
に
注
ぐ
吉
野
川
（
紀
ノ
川
）
と
、

伊
勢
湾
に
注
ぐ
櫛
田
川
と
宮
川
と
で
あ
る
。
と

も
に
台
高
山
脈
を
源
流
と
す
る
。

◇

　

紀
元
前
五
世
紀
頃
（
こ
の
数
字
は
考
古
学
者

の
間
で
は
論
争
中
で
あ
る
）
以
降
の
弥
生
時
代

に
は
、
広
大
な
山
岳
地
帯
に
は
、
人
が
集
住
し

て
、
水
稲
栽
培
を
し
て
い
た
形
跡
は
、
ほ
と
ん

ど
な
い
。

　

そ
の
例
外
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
宮
滝
遺
跡

で
あ
る
。
弥
生
中
期
の
典
型
的
な
大
和
の
土
器

が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
土
器
は
人
を
埋
葬
す

る
た
め
の
容
器
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
生

活
に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
土
器
の
出
土
は
な
い

ら
し
い
。
紀
伊
半
島
に
お
い
て
は
、
南
紀
の
海

岸
地
帯
に
は
、
弥
生
文
化
が
及
ん
で
い
る
が
、

山
岳
地
帯
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

　

弥
生
時
代
に
先
立
つ
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
、

山
岳
地
帯
に
も
、
重
要
な
遺
跡
が
い
く
箇
所
も

分
布
し
て
い
る
。
縄
文
時
代
よ
り
も
古
い
遺
跡

が
、
下
市
町
桂
原
に
お
い
て
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
見
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
縄
文
文
化
の
早
期
か

ら
の
遺
跡
の
う
ち
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
の

は
、
川
上
村
丹
生
川
上
神
社
上
社
境
内
地
遺
跡

－２－－３－

で
あ
る
。
関
西
の
縄
文
遺
跡
に
お
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
類
を
見
な
い
。
石
棒
を
地
面
に
た
て
た

遺
構
さ
え
検
出
さ
れ
て
い
た
。
他
の
遺
跡
は
、

発
掘
調
査
と
い
う
考
古
学
の
研
究
が
さ
れ
て
い

ず
、
今
も
山
岳
地
帯
に
眠
っ
て
い
る
。
旧
石
器

時
代
か
ら
縄
文
時
代
は
、
自
然
の
動
植
物
を
採

集
あ
る
い
は
狩
猟
し
て
生
活
し
て
き
た
。
豊
か

な
自
然
林
は
食
料
の
宝
庫
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

も
よ
い
。

◇

　

歴
史
時
代
の
幕
開
け
は
、
宮
滝
の
吉
野
宮

と
、
大
峯
山
で
あ
っ
た
。
吉
野
宮
は
七
世
紀
の

斉
明
天
皇
に
始
ま
り
、
奈
良
時
代
の
聖
武
天
皇

ま
で
続
き
、
の
ち
宇
多
上
皇
ら
が
訪
問
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
宮
滝
に
置
か
れ
て
い
た

吉
野
宮
の
少
し
高
い
と
こ
ろ
か
ら
は
、
吉
野
山

の
最
高
所
で
あ
る
青
根
ケ
峯
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
そ
こ
か
ら
奥
へ
奥
へ
と
仏
教
者
が
分
け

入
り
、
山
岳
修
験
の
道
場
と
し
た
金
峯
山
、
今

日
の
大
峯
山
で
あ
る
。
役
行
者
の
開
山
伝
承
は

別
に
し
て
、
七
九
〇
年
頃
に
空
海
が
そ
の
道
を

辿
っ
て
い
た
こ
と
が
、明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

以
下
に
空
海
の
承
和
三
（
八
三
六
）
年
の
上
表

文
を
写
し
て
お
く
。

◇

紀
伊
国
伊
都
郡
高
野
の
峯
に
お
い
て

入
定
の
処
を
請う

け
乞
う
の
表

　
　

　

沙
門
空
海
言も
う

す
。
空
海
聞
く
、
山
高
き
と

き
は
す
な
わ
ち
雲
雨
物
を
潤
う
る
ほ
し
、
水
積
る
と

き
は
す
な
わ
ち
魚
竜
産
化
す
と
。
こ
の
故
に

耆ぎ

闍じ
ゃ

の
峻
嶺
に
は
能
仁
の
迹あ
と

休や

ま
ず
。
孤
岸

の
奇
峰
に
は
観
世
の
蹤あ

と

相
い
続
く
。
そ
の
所

由
を
尋
ぬ
る
に
、
地
勢
自
ら
爾し

か

る
な
り
。
ま

た
台
嶺
の
五
寺
に
は
禅
客
肩
を
比な

ら

べ
、
天
山

の
一
院
に
は
定
侶
袂そ
で

を
連
ぬ
る
こ
と
あ
り
。

こ
れ
す
な
わ
ち
国
の
宝
、
民
の
梁は
し

な
り
。

（
中
略
）

　

空
海
少
年
の
日
、
好
ん
で
山
水
を
渉
覧
し

て
、
吉
野
よ
り
南
に
行
く
こ
と
一
日
、
さ
ら

に
西
に
向
か
っ
て
去
る
こ
と
両
日
程
に
し
て
、

平
原
の
幽
地
あ
り
。
名
づ
け
て
高
野
と
い
う
。

計
る
に
紀
伊
国
伊
都
郡
の
南
に
当
れ
り
。
四

面
高
嶺
に
し
て
人じ

ん

蹤
し
ょ
う

蹊み
ち

絶
え
た
り
。
今
思
わ

く
、
上
は
国
家
の
奉お
ん

為た
め

に
、
下
は
諸
も
ろ
も
ろの
修
行

者
の
た
め
に
、
荒こ
う

薮そ
う

を
芟き

り
夷
た
い
ら
げ
て
、
聊
い
さ
さ
か

修
禅
の
一
院
を
建
立
せ
ん
と
。
経
の
中
に
誡

い
ま
し

め
あ
り
。
山
河
池
水
は
こ
と
ご
と
く
こ
れ
国

主
の
有
な
り
。
も
し
比
丘
、
他
の
許
さ
ざ
る

物
を
受
用
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
盗
罪
を
犯
す

と
い
え
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
法
の
興
廃

は
こ
と
ご
と
く
天
心
に
繋か

か

れ
り
。
も
し
く
は

大
、
も
し
く
は
小
、
あ
え
て
自
由
に
せ
ず
。

望
み
請
う
ら
く
は
、
か
の
空
地
を
賜
う
こ
と

を
蒙

こ
う
む

っ
て
、
早
く
小
願
を
遂と

げ
ん
。
し
か
ら

ば
す
な
わ
ち
、
四
時
に
勤
念
し
て
も
つ
て
雨

露
の
施
を
答た
つ

し
た
て
ま
つ
ら
ん
。
も
し
天
恩

允
許
せ
ば
、
請
う
所
司
に
宣
付
し
た
ま
え
。

軽か
る
が
るし

く
宸
し
ん
い

扆
を
塵け
が

し
て
、
伏
し
て
深
く
悚
し
ょ
う

越え
つ

す
。
沙
門
空
海
、
誠
惶
誠
恐
、
謹
み
て
言も
う

す
。

 

弘
仁
七
年
六
月
十
九
日　

沙
門
空
海
上
表
す
。

　
（『
続
遍
照
発
揮
性
霊
集
補
闕
鈔
巻
第
九
』）

　

関
連
す
る
筆
者
の
文
章
と
し
て
、「
紀
伊
半

島
に
お
け
る
山
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
歴
史
」

（『
奈
良
教
育

大
学
自
然
環

境
教
育
セ
ン

タ
ー
紀
要

第
一
六
号
』

二
〇
一
五
年

三
月
）
も
ご

参
照
く
だ
さ

い
。

【
特
別
寄
稿
】

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所　

所
長　

 


